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Repressor element 1 silencing transcription factor (REST)の 

脂肪細胞ミトコンドリア⽣成における役割 

我々は脂肪細胞に神経細胞遺伝⼦が発現していることを⾒出したが、これ
らに機能的関連はなく、意義は不明である。RESTは幹細胞あるいは神経細
胞以外の分化細胞に発現し、これらが神経細胞に分化するのを⽌めている。
今回我々は脂肪細胞にある神経細胞遺伝⼦の意義を知る⽬的でRESTを脂肪
細胞特異的に⽋失させたREST⽋失マウス(REST-KO)を作出し、その表現型を
傍精巣脂肪(W)、褐⾊脂肪(B)で解析した。W、Bの遺伝⼦発現はREST-KOで
はW、B共多くの神経細胞遺伝⼦の発現が増加したが、脂肪細胞特異的遺伝
⼦の発現に差はなく、細胞形態にも影響はなかった。従って神経細胞遺伝
⼦は脂肪細胞の主要な機能に⼤きな影響はないと考えられた。⼀⽅REST-
KOは対照に⽐べ、脂肪重量が増加したが、摂⾷量は対照と差がなく、酸素
消費量が減少していた。マイクロアレイによる検索で、REST-KO のWにお
いてミトコンドリア蛋⽩の翻訳遺伝⼦群の発現が低下していたがBでは差が
なく、Cytochrome Cの蛋⽩発現はWで低下していたが、Bでは差がな
かった。以上よりRESTは脂肪細胞のミトコンドリア⽣成を制御し、その⽋
失は肥満をまねくと考えられた。 �
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